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9月5日、生徒諸君にはショート防災避難訓練を行っ
てもらいました。自然災害はいつ何時起こっても不
思議ではありません。9月6日の朝、私が起きてすぐ
テレビをつけると、北海道胆振(いぶり)東部地震の
報道が流れていました。その光景は、想像を絶する
土砂災害や液状化現象の様子でした。熊本地震から
2年５ヶ月、あのときの体験が思い出される瞬間で
もありました。そして、我々が今できることは、
「災

創立９７年
地域で学び、見つめる未来
広がる！わたしの可能性

害に対する知識を身につけ、災害に向けて備えをしてい
くこと」と改めて実感させられました。御船高校は9月3
日に御船町と避難所に関する協定を結びました。地域と
の連携の重要性を熊本地震の中で学んだからです。ま
た、11月1日には地域との合同避難訓練を計画していま
す。生徒諸君には、御船高校に避難される方へのサポー
トをしてもらう予定です。生徒諸君の行動力が緊急時に
は必要です。地域の皆様には、御協力をお願いいたしま
す。

        御船高校と地域との連携「防災」  防災主任　南　貞弘

ライオンズクラブ主催「夏期ＹＣＥ派遣」
マレーシア留学　２年 黒岩愛さん

★留学の感想や今後の目標を教えてください。
マレーシアへ短期留学しました。
貴重な経験や学んだことを活か
して今後も努力し、世界で活躍
できる人材を
目指したい
と思います。

極真空手　全日本選手権
準優勝　２年 山内史龍さん

★今後の目標または豊富を
教えてください。
８月１８，１９日に京都で行わ
れた全日本選手権に出場し、
１６，１７歳男子６５kg以下級
で準優勝という結果でした。
来年は優勝できるように頑張
りたいです。

東日本大震災被災地交流研修　２年中野碧さん本田朋花さん

★参加した感想を教えてください。
被災地交流研修では現地の方々との交流会で、
「地元、福島で明るい未来を創っていきたい。」と
いう強い意志を持ち、震災に負けないという力強
さを感じました。また、「人との出会いを大切にす
ること」と「何かの力を身につけたければ、まずも
のまねから」の２つの教訓を学びました。多くの
人に福島の現状を知ってもらい、震災があったこ
とを忘れてはならないと思いました。
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　　　水泳日本選手権、国体県代表　２年　江原奈穂さん全国高等学校総合文化祭　書道部門
文部科学大臣賞受賞　３年　中野寧々さん

★あなたの学校生活を教えて下さい。
私はまず、毎朝７時２０分から正門付近を掃除してい
ます。次に授業を受けるのですが、普段の姿を大事
にするという部顧問の先生の教えを頭に入れて集中
して取り組んでいます。また、友達と話す時間も私に
とっては一つの楽しみです。

★練習はどのくらいしていますか。
月曜日から土曜日まで毎日３時間ほど部活動に取り
組んでいました。内容は、臨書と創作を繰り返し行い
ました。臨書を通して学んだことを創作に取り入れら
れるように試行錯誤をしながら頑張っていました。

★今後の目標を教えてください。
来年、インターハイが熊本で行われる
ので、インターハイ出場を目指して頑
張ります。また、オープンウォーターで
もいろいろな大会に出場して、結果を
残せるようにしたいです。

★今後の目標を教えてください。
書道を通して学んだ最後までやり遂げる力を活かし、自分
の目標である進路決定に向かい頑張ります。また、私は多
くの人に支えられて成長することが出来ました。今後も感謝
の気持ちを大事にし、様々なことに励みます。

★あなたの学校生活を教えて下さ
い。
普段、練習で忙しくて、家庭学習の時間
を作ることがなかなか難しいので、授業
を大切にしています。大学進学に向けて
一生懸命頑張っています。

★練習はどのくらいしていますか。
毎日、２時間、６～７ｋｍ泳いでいます。
最近は、筋力トレーニングのために、
チューブを引いたりする練習をしていま
す。

検索御船高校

http://sh.higo.ed.jp/mifunes
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災害発生時における学校施設の

避難所等利用に関する基本協定
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